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　本稿は、去る２００６年１２月１９日に、長岡大学にご出講いただいた桜井英紀先生（前北越銀行市場営業部外為センター
長、現長陵社）の講義を採録したものである。長岡大学は、平成１８年度の文部科学省「現代 GP」における実践的
総合キャリア教育の推進に採択され、能力開発と専門学習の双方に対して、連携企業の専門実務家と担当教員が一
体となった連携 FD（教育開発）チームが準備し指導する「産学連携実践型キャリア開発」を実践している。本講
座はこの経費支弁の対象外であったが、趣旨は同様のものであり、経営学や企業論を学び、就職活動を目前に控え
た学生にとって有意義なものであったため、生涯学習センター研究紀要に採録させていただいた。なお、本稿の文
書化は水澤良子さんにご協力いただき、編集および校正は桂信太郎が担当した。
１．はじめに
　おはようございます。私は桜井と申します。簡単に自己紹介させて頂きます。私は長岡市に本社がある北越銀行
に勤務し、昨年の四月から関連会社に出向しております。出身は長岡市です。信濃川の西側を川西地区と言います
が、その川西の福戸地区にある大荒戸町というところが出身地です。生まれたのが昭和２７年ですので現在５４歳で、
皆さんのお父さん方と多分同じくらいの年齢だと思います。
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〔講義録〕
銀行業界の現状と課題
―北越銀行を取り巻く経営環境や業務と今後の展開―
桜　井　英　紀（長陵社）
桂　　　信太郎（長岡大学助教授）
　本日は、先程、桂先生からお話がありましたように、銀行業界及び銀行一般についての話をさせて頂きます。将
来、金融機関・銀行に就職を希望される方もおられるでしょうから、そういう学生さんは特に興味をもってお聞き
いただければと思います。
２．銀行業界の体系
　まずはじめに、日本の金融機関の体系について話をします。皆さんも日頃、金融機関とのお付き合いがあると思
うんですね。お金を預けたり、振込みをしたり、色々と日常生活において銀行をお使いになると思いますが、表１
の通り日本の金融機関の体系というのは複雑です。
　どの国にも、銀行を統括する中央銀行というのがあります。日本では日本銀行、日銀が中央銀行に当たります。
ところで、日本銀行には二つの役割があります。一つは「政府の銀行」。それともう一つが「銀行の銀行」です。
　まず「政府の銀行」について説明します。皆さんが普段お使いのいわゆる「お金」には、紙幣と硬貨があります。
紙幣は今、日本では千円札、二千円札、五千円札、一万円札の四種類が発行されています。これらを見ていただけ
ればわかりますが、券面に日本銀行券と書いてあります。これは日本の銀行のお札の発行は、日本銀行が管轄して
いるということを示しています。また国民の皆さんや企業は税金を払いますけれども、最終的に徴収された税金が
たどり着くところが、日本銀行という循環システムになっており、これもまた日銀が「政府の銀行」ということを
示しています。次に「銀行の銀行」についてお話します。例えば民間銀行において「お金が足りなくなった」とい
う時は、日本銀行からお金を借りてきますので、銀行の銀行ということがいえます。
　次に民間金融機関の体系について話したいと思います。都市銀行からインターネット銀行まで九つの体系に細分
化されます。表１にありますように、都市銀行、長期信用銀行、信託銀行、地方銀行、第二地方銀行、信用金庫、
信用組合、労働金庫、そしてインターネット銀行というように体系づけられています。
　都市銀行は６行あります。私が北越銀行に入ったのは１９７４年ですが、当時は都市銀行が１３行ありました。その後
いろいろ合併したり倒産したりして現在は６行残っています。都市銀行は本店が東京などの大都市にあり、営業基
盤は日本全国または海外にあります。銀行業務の範囲はひろく、全般的な業務を行っています。
　長期信用銀行は、以前は日本興業銀行、日本長期信用銀行、日本債券信用銀行の３行がありました。こちらも合
併とか破綻で現在は２行になっています。長期の金融債というものを発行して、その資金を元手に長期の貸し出し
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表-１　金融機関の体系
をやる、というのが長期信用金庫の役割でした。しかし最近は、普通の銀行と長期信用銀行の区別というのはほと
んどありません。
　次は信託銀行です。信託銀行という名前は、皆さんも結構、目にされることもあるしお聞きになることもあるか
と思います。信託銀行には「信託」という言葉がついていますので普通の銀行とはちょっと違うだろうと想像がつ
きます。「信託」の中で最も簡単な形は、多くのお客さんからお金を預かり、ファンドを作って色々な投資をするも
のです。投資というのは、企業にお金を貸したり、株とか債券という有価証券を買うということです。そして、こ
の投資から得られた利益を、このファンドに金を出した個人とか法人に還元します。この業務を行うのが信託銀行
です。なお、預かる対象はお金だけでなく、土地などの不動産もあります。
　次は地方銀行です。北越銀行も地方銀行に入ります。地方銀行というのは、地方に拠点を置きまして、銀行活動
を主に地方で行う銀行です。そこが地方銀行と大手都市銀行との違いです。第二地方銀行というのは、これも地方
銀行の一つですが、以前は相互銀行と呼ばれていました。皆さんもお聞きになったことがあるかもしれませんが、
銀行法の改正により相互銀行から普通の銀行になり、第二地方銀行というグループを作りまして活動しています。
地方銀行も第二地方銀行も業務はまったく同じです。
　次は信用金庫、信用組合です。信用金庫も信用組合も普通の銀行とほとんど業務は変わりませんが、貸出規模の
制限や預金者の制限があり、その制限の中で業務を行っています。つまり、信用金庫や信用組合に対しては銀行と
異なる法律が適用されているということです。特に信用組合は組合という言葉がある通り、組合員との取引が主体
となります。
　次は労働金庫です。労働金庫は全国にあります。労働金庫の母体は労働団体で、組合員からお金を預け入れた
り、組合員に貸し出したりということを業務にしています。
　次は、インターネット銀行です。これは皆さんもよくご存知ではないかと思いますが、セブン銀行とかソニー銀
行です。銀行の建物を持たないで、インターネットで銀行業務をやっています。
　以上が民間の金融機関です。
　次は農林系の金融機関です。これも一種の民間の金融機関ですが、多少政府も出資し、特定の産業を基盤にして
います。主なものは農林中央金庫、農業協同組合、漁業協同組合があり、規模は小さいですが森林組合などもそう
です。業務は一般の銀行と似ておりますが、組合組織ですので、主な取引相手は組合員となっています。私の家も
長岡市のはずれで農業をやっていますので農業協同組合の組合員になっています。農業協同組合や漁業協同組合で
は、組合員から預金を預け入れますが、受け入れたお金を単独では運用できないことがあります。この場合は、農
林中央金庫などに委託して運用してもらうこともあります。
　次に郵政公社です。これは皆さんにとって一番なじみがあると思いますが郵便局です。郵便局でも預金業務や貸
出業務をしています。ただ郵便局の場合は、預金といわず貯金といいます。郵便局では通常貯金、定期貯金、定額
貯金といいます。銀行ですと、普通預金、定期預金と呼びますので、その呼び方が多少違っています。
　次は政府系金融機関です。これは皆さんにはなじみが薄いかもしれませんが、家を建てるときにお金を貸してく
れるのが住宅金融公庫です。国民生活金融公庫は商売の資金とか、進学のローンなどでお金を貸してくれます。ま
た日本政策投資銀行は、法人向けの大型の融資をやるところです。以前北海道東北開発公庫と呼ばれていたところ
と日本開発銀行というのが合併して日本政策投資銀行となりました。また中小企業金融公庫は、中小企業の皆さん
に融資をする業務を行っています。
　最後に国際協力銀行というのがあります。これは海外に進出する企業、例えば海外に工場を建てるとか事務所を
建てる場合に、融資をするというのが国際協力銀行です。これは東京にしかありません。以上が政府系金融機関で
す。
　次に商工組合中央金庫。商工中金と呼ばれています。これは管轄が経済産業省になります。主な業務は中小企業
向けの融資、貸付です。
　最後に、日本にある金融機関として外国の銀行があります。アメリカの銀行でシティバンクというのがあります
が、日本で展開している外国銀行では一番多くの支店を持っています。
　以上が現在の金融機関の体系です。
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３．銀行の業務
　次に銀行業務についてお話したいと思います。皆さんが銀行を利用される目的は、主に預金だと思います。
　銀行には「三大業務」と呼ばれるものがあります。つまり、預金業務、融資業務、為替業務のことです。預金業
務というのは、普通預金、当座預金、定期預金のような預金を皆さんから預けてもらい、これらを取り扱うという
業務です。一部の金融機関では預金の受け入れの代わりに金融債を発行していす。金融債というのは、例えば、２
年とか５年という長期の債券を発行して、それをお客さんに買ってもらうというものです。例えば、１００万円の債券
を買ってもらったら、これに利息を付けてお返しするというものです。少し専門的になりますが、金融債には利付
金融債と割引金融債の２種類があります。利付金融債というのは半年とか１年毎に利息を払うとか、満期の時に利
息と元金を一緒に払うというものです。一方、割引金融債は、例えば１００万円の額面の債券を買ってもらいますが、
実際の払い込みは９５万円で良いというものです。利息に相当する５万円を差し引いて払い込んでもらい、満期に
１００万円お返しするという仕組みです。金融債だけじゃなくて、国が発行する国債にも利付国債と割引国債があり
ます。
　金融債の発行を含めて、預金は銀行の重要な運用原資になります。お客さんにお金を借りてもらったり、有価証
券を買うことが、銀行で利益を出すための重要な業務なのですが、預金がなければ融資も出来ませんし、有価証券
を買うこともできません。一生懸命預金を集めるというのが大切な業務になっているという訳です。これが預金業
務です。
　次に融資業務です。融資業務というのは、主にお客さんにお金を借りてもらう業務です。少し専門的になります
が、貸付金と貸出金というのがあります。貸付金には手形貸付、証書貸付、当座貸越の３つがあります。貸付は、
銀行が預金をしてもらった資金でお客さんに貸出をすることです。
　融資業務の中に手形割引というのがあります。手形については、皆さんは別の授業で習っていらっしゃると思い
ますが、例えば、物を売買する取引におきまして、現金を払わずに、～月～日に払いますよという手形を振り出す
ことがあります。この手形を銀行が利息分を差し引いて依頼人から手形を買い取るケースがあります。これが手形
割引です。手形割引と貸付金を合わせたものを貸出といいますが、預金が原資となって業務が成り立っています。
　貸出の他にも融資の業務があります。例えば保証業務、貸付有価証券、外国為替の貿易金融というのがあります。
保証というのは、銀行の預金の資金を使うのではありません。ある債務者がお金を払えない時に銀行が代わってお
支払いしますというのが保証です。
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表-２　銀行の業務
　貸付有価証券というのは、銀行が保有している国債であるとか、株券をお客さんにお貸しするものです。借りた
お客さんは有価証券を何に使うかと言いますと、例えば、契約する時の保証金の代わりに、こうした有価証券が使
えます。保証金が何千万円も必要な時には、現金を積むことは非常にむずかしい訳ですが、現金の代わりに有価証
券を保証金とすることができます。ただ、貸付有価証券の取り扱いは多くはありません。
　最近、融資業務で注目されてきているのが、外国為替、いわゆる貿易金融と言われているものです。実は、私は
この業務を一番長くやってきましたが、海外から物を買う輸入業者の方は、海外に対して代金決済をしなければな
りません。決済には外貨が必要で、主にドルやユーロになりますが、そのドルとかユーロを銀行が貸出します。
　逆に、輸出業者は海外から輸出代金を回収することになりますが、このために、輸出業者は取立手形を振り出し
ます。銀行はこの手形の買取も行います。これは一種の手形割引といえます。これらがいわゆる貿易金融で、外国
の銀行と取引するところに大きな特長があります。以上が融資業務です。
　次は為替業務です。為替業務には３つあります。それは、振込、送金、取立です。取立というのは、例えば銀行
間で手形の支払期日に、支払いが行われる銀行に対して手形を提示し、その手形の代金を回収してくださいという
もです。もう少し具体的に申し上げますと、例えばモノを売る人がいて、買う人がいます。買う人はお金を払いま
すが、現金で払う代わりに手形で払うこともあります。これを「手形を振り出す」といいますが、手形の受取人は
自分の銀行を経由して、この手形を支払銀行に送り、支払期日に代金を回収します。これが取立業務です。
　ところで、手形には２種類あります。約束手形と為替手形です。図１は約束手形の見本です。手形の様式は大体
決まっていますが、この手形は平成１８年７月３１日に１００万円払いますということを表しています。つまり手形は「何
時、誰々に手形金額をお支払いしますよ」ということを約束した証券といえます。
　次は振込と送金です。お金を送る場合で、受取人の口座が分かる場合には、例えば受取人の口座が○○銀行○○
支店、口座番号○○番と、これくらい細かいところが分かる場合は振込です。これが分からない場合は送金です。
送金となるのは、お金の受取人の住所、氏名は分かるが、受取人が口座を持っていない場合です。送金の場合は受
取人の口座がありませんので、その受取人に対して「こういう金が送られてきました」という通知をします。その
通知を受けた人は、銀行に行き、自分を証明する運転免許証やパスポートを提示します。銀行は正当な受取人であ
ることを確認して現金を渡します。これが送金です。
　以上が銀行の三大業務です。
　三大業務以外にも、その他業務というのがあります。例えば、貸金庫です。銀行はお客さん用に金庫をもってい
ます。銀行内の安全なところに格納してあるんですが、それをお客さんに提供しています。お客さんは有価証券や
宝石、貴重品など、自分の家に置くよりも安全な銀行に保管できる訳です。但し、貸金庫を利用するには手数料が
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図-１　約束手形の見本
（出所：http://www.nihonbussan.com/yakusokutegata.html）
必要です。
　さらには外国為替業務があります。先程、貿易金融という話をしましたが、貿易金融以外にも外国為替業務はた
くさんあります。実は、銀行の中で私は長い間この業務に従事してきました。輸出業者のために海外の輸入者から
代金を回収しますし、日本のお客さんが輸入業者の場合、海外の輸出業者に銀行が支払保証するという輸入信用状
の開設を行います。その他に海外への送金、外貨建ての預金、外貨建ての貸付、外貨の両替などがあります。皆さ
んが海外旅行へ行かれる時は、ドルの現金を持って行ったり、トラベラーズチェックを利用されると思いますが、
それらの取り扱いも外国為替業務の中に入ります。
　最近、業務で大きな割合を占めてきているのが、証券業務と保険業務です。全面的に取り扱いが行われていると
いうものではありませんが、今後は業務が拡大すると思います。証券も保険も現在は取り扱いが限定されています
が、徐々に取扱範囲が広がって行くものと思います。
４．銀行の収益
　次に、銀行収益についてお話します。銀行の収益源は主に３つあります。まず利息です。先程、三大業務の中で
融資の話をしました。その融資の中で貸付金と手形割引の話をしました。ここからあがってくる収益が利息という
ことになります。お客さんにお金を借りてもらう。そうするとその借りた方から利息を頂戴するという具合です。
これを貸付金利息といいます。これが一番大きな銀行の収益源になります。また、手形割引の場合、利息に相当す
るものを割引料といいます。
　次の銀行の主な収入源は手数料です。最近は手数料の比重が非常に高くなってきています。手数料は銀行のサー
ビスに対して頂くものです。ですから元手の資金を使わない訳です。預金で集めた資金を使わなくても入ってくる
収入ですので、最近この手数料をどの銀行も非常に重要視しています。送金をしてもらえれば、送金手数料を頂き
ますし、証券を買ってもらえれば、証券の取扱手数料を頂きます。外国為替を取り扱っても手数料を頂きます。手
数料は非常に多くのサービスから得られるものです。
　３つ目の大きな収入源が売買益です。例えば、１００円で買ったものを１１０円で売却しますと１０円の利益が出ます
が、これを売買益といいます。銀行の業務の中でどのようなときに売買益が発生するかといいますと、例えば、銀
行独自の判断で株や債券を買ったりするケースがあります。１００万円で買った債券を１２０万円で売れば２０万円の売買
益が発生します。また、１米ドルがいま１１８円位ですが、１ドル１１８円でドルを買いまして、１２０円で売れば２円の差
益がでます。これが売買益です。売買益というのは証券業務および外国為替業務で発生します。
５．銀行の健全性
　次に銀行の健全性について話をします。バブル経済が崩壊して、日本の銀行は例外なく苦しみました。お金を貸
した先が倒産するとか、銀行独自で買った株券の価値が下がるとか、株券だけでなくて土地と建物の価格が暴落し
て価値が随分下がりました。これが影響して銀行の健全性が低下しました。中には倒産した銀行もたくさんありま
す。倒産までいかないまでも、他の銀行に合併してもらう、吸収してもらうというケースも数多く出ました。です
から、良い銀行なのか悪い銀行なのか、見極めるための判断材料が必要となります。銀行の健全性を見る主な基準
は２つあります。１つは自己資本比率で、もう１つが不良債権比率です。少しむずかしいかもしれませんが、自己
資本比率に関してお話します。分母に資産を置き、分子に資本をもってきます。これは一番簡単な自己資本比率の
考え方です。
－９６－
表-３　銀行の健全性
　銀行でいう分母の総資産というのは、お客さんに金を貸して貸出をするのも資産ですし、債券を買って持ってい
ても資産です。その他にも、帳簿上出てこない資産もあります。銀行では各資産をそれぞれ計算して総資産の分母
の総額を計算します。
　資本もいわゆる自己資本だけではありません。簿記会計で習ったと思いますが、自己資本には、資本金、利益剰
余金、資本剰余金などというのがあります。有価証券の含み益なども一定の割合で自己資本に組み入れます。そう
いうものを合計し計算したものが自己資本比率です。
　銀行では四半期ごとに財務諸表の公表が義務付けされています。北越銀行も四半期ごとに銀行の業績を発表して
います。そこには必ず自己資本比率というのが出てきます。自己資本比率では、国際統一基準と国内基準がありま
す。国際統一基準というのは BIS規制というのがありまして、自己資本比率８％以上が義務づけられています。国
内基準は４％以上です。海外で営業する銀行は国際統一基準をクリアする必要があります。北越銀行には海外拠点
はありませんが、自己資本比率が１０.２３％で相当高いといえます。健全な経営をやっているということです。
　先ほど BIS規制といいました。スイスのバーゼルに本部がある国際決済銀行（Bank for International 
Settlements）で決めた銀行の基準を基にしたものが国際基準の自己資本比率です。BISは、第一次世界大戦後のド
イツによる賠償問題の処理を目的として１９３０年に設立され、現在は３３カ国の中央銀行が株主となっています。各国
中央銀行による銀行監督の国際協力推進を主な目的としています。
　それともう一つが不良債権比率です。文字通り悪い債権の比率ですが、北越銀行は今４.１３％です。平成１１年度の
３月現在では不良債権比率が９.９６％でした。当時は多くの不良債権があったということです。しかしながら今では
随分銀行のほうでも努力して、不良債権比率は４.１３％まで下がり、当時の半分以下になりました。この面でも、健全
な経営といえると思います。
　健全な銀行かそうでないかを判断する基準として、自己資本比率と不良債権比率がありますので、常に注意して
見ていただければと思います。
６．大手銀行の再編
　最後に大手銀行の再編についてお話します。表４に表されているように、現在の都市銀行の数は６行です。ま
た、信託銀行と長期信用銀行を含めますと、大手銀行は５つのグループに分類されるようになりました。
　蛇足ですが、ホールディングスというのは、日本では持株会社と呼んでいます。いくつかの企業を統括するため
に特別に作られた会社を持株会社といいます。持株会社で管理しているのが三井トラストホールディング、みずほ
ホールディング、りそなホールディングと３つあります。
　今後は、地方銀行や信用金庫などを含めて、日本の金融機関は一層再編を進めて行くと考えられます。 
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　少ない時間の中で小走りでお話しましたが、この学生さんの中で少しでも金融機関に興味を持っていただいて、
一緒に働いてみたいという意欲ある学生さんが出ていただければと思いまして、話をさせていただきました。本日
はありがとうございました。
付記：桜井英紀先生には、ご多忙の中、本講義録の最終校正にご協力いただきました。ここに記して感謝の意を表
します。
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表-４　大手銀行の再編
当日の講義風景
